
表　紙 ｿｰﾗｰﾊﾟﾙｻｰ　基本構成模式図

-1 拍動ﾊﾞﾙﾌﾞ(電磁弁)25mm系

-2 拍動ﾊﾞﾙﾌﾞ(電磁弁)40mm系
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揚水ﾎﾟﾝﾌﾟ(C4SP2-SSOL)1台ﾓﾃﾞﾙ 拍動ﾊﾞﾙﾌﾞ25mmﾓﾃﾞﾙ ﾄﾞﾘｯﾌﾟﾁｭｰﾌﾞ　1条敷設ﾓﾃﾞﾙ
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拍動バルブ制御装置YS-12
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ﾌﾛー ﾄｽｲｯﾁ線接続 1a接点入力 潅水開始 ( 拍動ﾀﾝｸ水位[高]検知)

電磁弁( 拍動ﾊ゙ ﾙﾌ゙ )  電流出力線接続 ( 電流出力時間幅約0. 2 秒)
　 　

太陽電池ﾊ゚ ﾈﾙ電源出力線接続

揚水ﾎ゚ ﾝﾌ゚ 電源線接続　 (  ﾎ゚ ﾝﾌ゚ 最大許容電圧22V、 定格17V ) 　 　

ﾌﾛー ﾄｽｲｯﾁ線接続 1a接点入力 潅水終り ( 拍動ﾀﾝｸ水位[低]検知) 　 　 　
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ｿｰﾗｰ発電電圧仕様



YS-12制御装置（ウオールボックス）の設置
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結線
配線の引出し ウオルボックスの取付・固定

電線引出用ノック
(孔・欠き)

ﾎﾞｯｸｽ取付用ノック(孔)
ﾎﾞｯｸｽ取付用
ﾊﾞﾝﾄﾞ通し孔欠き部使用例
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●水位検知【空ｽｲｯﾁ】の取付高さに注意

水

空ｽｲｯﾁ

満ｽｲｯﾁ

排水口より高く

空ｽｲｯﾁ取付位置

拍動ﾀﾝｸ

(ﾛｰﾘｰﾀﾝｸ)

出水口

満水
水位

水有で

【開】

満(水位)・検知

空
水位

【開】

水無で

空
ｽｲｯﾁ

満
ｽｲｯﾁ

閉

●ﾌﾛｰﾄｽｲｯﾁの取り付けと水量検知動作

〔満・空ｽｲｯﾁの上下向き(反対)に注意〕

空(水位)検知

空(下側)ｽｲｯﾁの設置高さは 出水口より
高い位置に取りけないと 電磁弁に空気
が入り 次の弁[開]の時流れが悪くなる

水位検知ﾌﾛｰﾄｽｲｯﾁの取付方法
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電磁弁ﾞ(拍動ﾊﾞﾙﾌﾞ)の設置高さは 拍動ﾀﾝ
ｸ排水口より　 1[m]以上,下方に取付ます

(ﾀﾝｸ内の水の重力も利用して弁の開閉制
御をしています)



拍動ﾀﾝｸ

制御回路

AUTOCLOSE OPEN

ｵﾍﾟﾚｰﾃｨﾝｸﾞﾕﾆｯﾄ
拍動ﾊﾞﾙ ﾌﾞ

電磁弁

開閉信号電流

YS-12制御装置

青色押ﾎﾞﾀﾝ

満ｽｲｯﾁ空ｽｲｯﾁ

ﾀﾞｲｱﾌﾗﾑ弁

水流路

空

検知信号

水位検知
ﾌﾛｰﾄｽｲｯﾁ

満

青色押ﾎﾞﾀﾝ

満水(上)側ｽｲｯﾁ

空水(下)側ｽｲｯﾁ
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電磁弁の動作をﾁｪｯｸするには先ず手動 [CLOSE]・ [OPEN]での通・止水制御の確認が必要です
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水位ｽｲｯﾁ A'ssyYS-12 制御装置(基板)

ﾌﾛｰﾄ部

ﾌﾛｰﾄ部

満水

空

25mm 40mm

１

[OPEN] 　通水⇒水が流れていることを確認　

止水⇒水が止っていることを確認[CLOSE]

電磁弁(拍動ﾊﾞﾙﾌﾞ)の動作チェック

電磁弁の単独動作確認 【手動】

YS-12制御装置のﾁｪｯｸ 【AUTO】

水位検知(ﾌﾛｰﾄ)ｽｲｯﾁのﾁｪｯｸ【AUTO】

結線して水位検知ｽｲｯﾁ ﾌﾛｰﾄ部を [手]で閉じてﾁｪｯｸ
YS-12制御装置と拍動ﾀﾝｸの水位検知ｽｲｯﾁを右図の様に

空ｽｲｯﾁ(下側ｽｲｯﾁ)　　止水⇒水が止っていることを確認
満ｽｲｯﾁ(上側ｽｲｯﾁ)　　通水⇒水が流れていることを確認 　

YS-12制御装置と電磁弁を右図の様に結線して
YS-12制御装置の満・空青ﾎﾞﾀﾝを押して通・止水ﾁｪｯｸ

空ｽｲｯﾁ(左側青ﾎﾞﾀﾝ)　　止水⇒水が止っていることを確認
満ｽｲｯﾁ(右側青ﾎﾞﾀﾝ)　　通水⇒水が流れていることを確認 　

AUTO 動作で確認

AUTO 動作で確認

電磁弁の[AUTO]での 通水・止水制御動作をﾁｪｯｸするにはまず 

[CLOSE]及び[OPEN]での通・止水制御の確認が必須です

1)

2)

3)

電磁弁 通・止水 ﾁｪｯｸの手順



　[CLOSE]・ [OPEN]での通・止水制御の確認の後　[AUTO]制御動作を確認します

1） 電磁弁の単独動作確認

◎ ［CLOSE］　止水　確認
① ［CLOSE］ に手動つまみの矢形印を合わせます
② 拍動ﾀﾝｸに半量ほど貯水します
⇒ 電磁弁の出口側から水が漏れていないことを確認します

☆ 水漏れ(水が完全に止らない)　→　ﾀﾞｲｱﾌラム弁の異物噛み
☆ 全く止らない　(開状態と同じ)　 →　ﾊﾟｲﾛｯﾄ弁の詰り

◎ ［OPEN］　通水 　確認
① 拍動ﾀﾝｸに半量ほど貯水します
③ CLOSE　から　［OPEN］に切替えます
⇒ 排水を確認します

☆ 水の流れが少ない　→　エア噛み
☆ 水が全く流れない　 →　ﾊﾟｲﾛｯﾄ弁の詰り

制御ﾓｰﾄﾞ　OPEN

制御ﾓｰﾄﾞ　CLOSE

11



2） YS-12制御装置のﾁｪｯｸ

◎ ［AUTO］　で確認
① 拍動ﾀﾝｸに半量ほど貯水します　⇒矢形印を[CLOSE]にして

② CLOSE　から　［AUTO］に切替えます
③ 制御装置の【満】青ﾎﾞﾀﾝｽｲｯﾁを押し　水が流れているか確認します
④ 制御装置の【空】青ﾎﾞﾀﾝｽｲｯﾁを押し　水が止るか確認します

③④が確認できれば制御装置は正常です
⇒ 動作音が聞える　満・空ｽｲｯﾁを交互に押すと　ｶｼｬッｶｼｬッと音がします

3） 水位検知（ﾌﾛｰﾄ）ｽｲｯﾁのﾁｪｯｸ

◎ ［AUTO］　で確認
① 拍動ﾀﾝｸに半量ほど貯水します

⇒ 矢形印を[CLOSE]にして
② [CLOSE]　から　［AUTO］に切替えます
③ 水位ｽｲｯﾁ（上側）を手で　ﾌﾛｰﾄ部を閉じて

⇒ 　水が流れるか確認します
④ 水位ｽｲｯﾁ（下側）を手で(ﾌﾛｰﾄ部)閉じて

⇒ 　水が止るか確認します
③④が確認できれれば水位検知(ｽｲｯﾁ）は正常です

制御ﾓｰﾄﾞ　AUTO
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水位ｽｲｯﾁ A'ssyYS-12 制御装置(基板)

ﾌﾛｰﾄ部

ﾌﾛｰﾄ部

満水

空
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 水を半量入れる理由
ﾌﾛｰﾄが左図の様に『満』は下向き『空』は上向き
に開いた状態でﾁｪｯｸします


